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●医療費に関すること：治療にどれぐらいお金がかかる
のか、今後の生活が心配

●仕事に関すること：職場にどう報告したらいいのか、
仕事は続けていけるのか

●緩和ケアについて：緩和ケアとは何か、どこで受けら
れるのか

●セカンドオピニオンについて：セカンドオピニオンは
どこで受ければいいのか、主治医に言い出せない
体験を語り合うサロンも開催
　がんを体験した人や治療中の患者、その家族を対象に

「がん患者サロン」「乳がん患者サロン」を毎月開催してい
ます。事前の申し込みは不要で、費用はかかりません。
〈がん患者サロン〉
開催日／毎月第３月曜日　午後２時〜４時
場所／医療連携福祉相談室
〈乳がん患者サロン〉
開催日／毎月第３木曜日　午後２時〜４時
場所／乳腺センター
※中止になる場合があるので、開催については事前に問

い合わせてください。

 
　 「がん相談支援センター」を活用してください

　当院は「地域がん診療連携拠点病院」に指定されてお
り、がんに関する相談窓口を設けています。患者や家族
が不安なこと、心配なことについて、社会福祉士や看護
師が無料で相談を受け付けます。当院を受診していない
人でも利用できるので、一人で悩まず相談してください。
場所／２号館１階医療連携福祉相談室内
対応時間／午前８時30分〜午後５時15分
※土・日曜日、祝日を除く。
利用方法／事前に電話で予約するか、窓口で申し込んで
ください。
相談例
●心配事や不安について：がんと診断されたが受け止め

られない、誰かに話を聞いてほしい

　新型コロナウイルス感染症の影響により、マスクを
着用する機会が増えています。マスクをすると熱がこ
もりやすく、熱中症にかかる危険性が高まります。感
染症と熱中症の対策を上手に両立させましょう。
日常生活で気を付けること
暑さを避けよう
◦エアコンなどで部屋の温度を調節する
◦換気を小まめにする
◦暑い時間帯は無理をしない
◦涼しい服装にする
◦急に暑くなった日は特に注意する
適宜マスクを外し、休憩しよう
◦気温や湿度が高い中では、マスクの着用に注意する
◦屋外で人と十分な距離( ２メートル以上)を確保でき

る場合は、マスクを外す
◦マスクをしているときは、負荷のかかる作業や運動

を避ける

小まめに水分補給をしよう
◦のどが渇く前に水分補給をする
◦大量に汗をかいたときは塩分も補給する
日頃から健康管理と体力づくりをしよう
◦毎日、体温測定や健康チェックを行う
◦体調が悪いと感じた時には無理せず休む
◦適度に運動し、暑さに備えた体力づくりをする
熱中症の危険信号
　以下の症状が出た場合は、熱中症の疑いがあります。
特に高齢者や子ども、障害を持っている人は熱中症に
なりやすいため、十分に注意しましょう。
◦体温が高い
◦皮ふが赤い、熱い、乾いている、触ると熱い
◦全く汗をかかない
◦頭痛、めまい、吐き気がする
◦呼び掛けに反応がない、応答が異常である

　【健康管理課保健師】

健康ひろば
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今年の夏は熱中症と感染症に注意
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